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ル免 疫 力 テ有 ス ト結論 シ、最近 コ レテ市販 二出

スニ至 レリ。 岩西(5〕ハ家 兎 ノ角膜攣調 ヲ標 示 ト

シテ免疫元 ノ数力批判 テ多敷結核免疫元 二就 キ

テ行 ヒ、BCG最 モ優 レタ リト結論 ス。

余等 ノ1人 戸 田{6)7・多 年研究室 二保存 セ ラレタ

ルー強毒 人型結核菌 ヨリシテ、攣 異菌 ト考 工得

ラル ・ トコロノ弱毒 結核菌株 テ集 落解離 シ得 タ

ルコ トテ既 二登表 セ リ.而 シテ戸田 ハ ソノ際本

菌株 ハ家 兎、海狽等 二封 シテ病 原性極 メテ弱 ク

コ レヲ接種 スルモ大量接種 ノ揚 合 二就 テ注射 局

所 二限 局性 ノ寒性膿瘍 ヲ形成 スル コ トアル ノミ

ニシテ、 内臓、淋巴腺等 ニハ進行 性結核 ヲ惹起

セ シメ得 ザル コ トテ認 メ、 必 ズヤコ レガBCG

ト等 シク生菌冤疫 元 トシテ ソ ノ数力 テ保有 スベ

キ コ トテ想像 セ リ.

弦 二於 テ余等 ハ先 ヅBCG及 ビ戸田 ノー一弱毒菌

(戸田TF16S)ト テ以 ツテ家兎 テ免疫 シ、コレ

ニ試 験感染 ヲ施 シ、BCG二 果 シテCalmette等

ガ唱 フル如 キ免疫元性存在 スル ヤ否 ヤテ決定 ス

ル ト共 二、 戸田TF16Sノ 有 スル発疫元性 テ

モ決 定 シ、爾 ホ同時 ニソノ何 レガ勝 レタルヤテ

モ知 ラ ン トシテ以下報告 セ ントスルガ如 キ實験

ラ行 ヘ リ.戸 田Tb16Sト ハ 戸田ガ先 二TF

16Sト シテ報 告 セルモ ノニ附 シタル名構 ナ リ。

第一章 供試菌及ビ供試動物

1.免 疫 元

免疫元 トシテ用 ヒタルTF16S・ ・既述 セル如

ク戸 田ガ集落解離 シテ得 タル弱毒人型結核菌 ナ

リ。接種 二用 ヒタルモ ノハ「グ リセ リン」馬鈴薯

培地 二約4週 間培養 シタルモ ノニ シテ、 コ レテ

生理的食盤 水 二俘游 セ シメテ用 ピタ リ。BCGハ

Calmetteガ 「フランクフル ト」國立實験 治i療研

究所 二逡 與 セルモ ノヲ戸 田ガ昭和5年 同研 究所

ヨリ分與 セラ レテ持 チ蹄 リシモ ノナ リ。爾來 當

教室 二於 テ、 「グ リセ リン」肉水馬鈴 薯培 地及 ビ

「グ リセ リンブイオン」二世代 ラ重 子
、爾ホ ソ ノ

途中 二於 テ撒同牛臆汁馬鈴薯培地 テ通過 セシメ

タ リ。免疫 ニハ「グ リセ リン」肉水馬鈴薯培地 二

約4週 間培養 シタルモ ノテ生理 的食盤水 二浮游

セシメテ用 ピタ リ。俘游 液 ノ作 リ方 二就 キテハ

既 二戸 田 ωガ述 ベ タル ガ故 二略 ス。

2.試 験感染 菌

試験感染 二用 ヒタルモ ノハ牛型結核菌 ニ シテ奉

天満鐵 獣疫研 究所 ノ好意 ニ ヨリ分與 セラ レシモ

ノナ リ.感 染 二際 シテノ、「'グリセ リンブ ィオ ン」

二約4週 間培養 シ、 コ レヲ法 二從 ヒテ適當量生

理的食瞳水 二浮游 セ シメテ注射 セ リ。

3.供 試動物

供試動物 トシテハ支那産成熟家兎1500瓦 内外

ノモ ノラ用 ヒタ リ。購入後約1ケ 月動物小屋 二

飼養 セルモ ノラ用 フ。

第二章 實験方法

第 一 節 豫 防接種 ノ方 法

接種法 トシテ・・皮下注射及 ビ経 口的投與法 テ用

ピタリ。而 シテ皮下注射部位 トシテハ右側下腹

部 ヲ選 ビ、経 口的接種 ニハ適當 ノ大サ ノ子ラト

≧氏「カテーテル」テロ腔 ヨリ胃内二播入 シテ菌

液ラ注入セリ。

冤疫後途中艶死 シタ家兎テ除キ試験感染 ラ施 シ

得タル家兎撒、接種菌量及 ビ接種方法ラ第一表

二不ス。

第 1 表

接種
方法 免 疫 元

免疫接種
菌 晟

免 疫
動物撒
封 照
動物藪

第實
一

同験

皮
下
BCG
TF16S

5mg
5,.

6
6 }3

経
口
BCG
TF16S

10mg

10,, 舞 }3

第
二

同

實

験

皮

下

TF16S 20mg 3 3

,, 10,, 4 4

,, 5,, 3 3

9, 1,, 5 4

経

口

TF16S 20mg 6 3

,, 】0,, 4 4

,, 5,, 3 3

9,P 1,, 3 3
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第

三

同

實

験

皮

下

経

口

BCG

,,

BCG

20mg

10,,

5,,

1,,

20mg

10,,

5,,

1,,

4

6

「3-

5

5

5

7

5

9
」

3

[3

一3

一2

3

一1

第 二 節 「ツーこノレク リ ン」反 鷹

供試家兎 トシテハ豫 メ免 疫前 二「ツベル ク リン」

反 慮陰性 ナル コ トテ確 メタルモ ノモ ノテ以 ツテ

シ、是等 二就 キテ各k免 疫後 約4週 間即 チ試験

感染時 二再 ビ「ツベル ク リン」反慮 ラ検 シテ ソ レ

ガ陽性 二轄化 セル ヤ否 ヤテ確 メタ リ。方法 トシ

テハ皮 内注射法 ラ用 ヒ、 ソノ量 ハ10倍 稀繹薔

「ツ〈ごル クリン」0・1妬 ナ リ。封 照 トシテハ同時

二10倍 稀繹 「グ リセ リンブィオン」0.1耗 テ皮

内注射 シテ ソノ反慮 ノ出現 スルヤ否 ヤテ検 シタ

リ。而 シテ「ブィオ ン」二封 シテ反慮 セルモ ノハ

「ツベル ク リン」二封 スル反慮 テ?ト ナセ リ。

第 三 節 試 験 戚 染 方 法

感染方法 トシテハ同一動 物 ノ皮 内二i逓減 的 二数

段 ノ菌量 テ部位 テ異 ニ シテ注射 スル方法 テ用 ヒ

タ リ。 本 法ハ既 二弘重t8)、 仲 田(9)、佐 藤1幻、今

村及 ビ門下生 ω等 二依 リテ癒用 セラ レタルモ ノ

ニ シテ唯 氏等 ガ皮 下 二注射 シタルニ代 エ テ、余 ・

等 ハ皮 内注射 法 テ撰 ベル ナ リ.本 法ハ既 二戸田

(10)ガ結 核菌 ノ毒 力比較 二用 ヒタル 方法 ニ シテ假

リーコ レテ皮 内四肢接種法 トモ稻iスベ ク、即 チ

逓減的 二4段 二分 チタル結核菌(0・1延 、0・01

睡 、0.OOIre、0.OOOlII9)テ0・1妬 ノ生理的食盤

水二浮游 セシメタルモ ノテ脱毛 セ シメタル四肢

上脚 ノ外側部 ノ皮 内二注射 シテ、該 部 二生 ジタ

ル病攣拉 ビニ局所淋巴腺 ノ腫脹等 テ感染経過 中

二観察 スル方法 ナ リ。

第 四節 経 過 拉 ビ ニ剖 検 的 観 察

試験 感染後3日 乃 至4日 頃迄 ハ毎 日、其 ノ後ハ

約4日 乃 至1週 ノ間隔 テ置 キテ剖検 時 二至 ル迄

注射 局所 ノ攣化 ヲ観察 セリ。主 トシテ登赤 ノ程

度、硬結 ノ大小、膿瘍形成、潰瘍形 成拉 ビニ治

癒 二傾 ク速度等 テ標準 トシテ、封照動物 トノ比

較 ヲ行 ヒ注射部位 二於 ケル免疫性 ノ有無 テ先 ヅ

観察 セ リ。而 シテ約6週 乃至9週 後 二動物 テ「ク

ロロホル ム」 ニテ屠殺 シテ近接淋 巴腺及 ビ内臓

諸器 關 ノ結核性病攣 ノ程度 ヲ肉眼的拉 ビニ病理

組織學 的 二検索 シ、 コ レテ封照 ト比較 シ、免疫

性 存在 ノ最後 ノ判定 ラ試 ミタ リ。

實験成績 テ以 下各表 二示 シタルガ記載 中 ノ符號

ハ大 禮次 ノ如 ク トナセ リ。

1.「 ツベル ク リン」皮 内反慮 二於 イテハ2-1時

間及 ピ48時 間 後 二観察 セリ。 而 シテ ソノ程 度

ハ瑳赤部 ノ直径 テ糎 テ以 ツテ示 シタ リ。

2.注 射局 所及 ピ淋 巴腺 ノ攣化

(一)ノ・攣化ヲ呈セザル場合 ヲ示 シ、(±)・・約米粒大腫

脹、(十)・ こ約小豆大、(督)ノ・約大豆大、(柵)ノ ・約碗

豆大、(冊)ノ ・約鶉豆大、(柵)ノ ・約雀卵大 ノ腫脹ヲ示

ス。(潰)・ ・膿瘍 ヲ形成 シ潰瘍 ヲ生 ジタル場合、(酪)

・・乾酪攣性、(痂)ノ ・痂皮、(痕)ハ 治癒 シテ痕跡ヲ淺

セ,レ場合 ヲ示ス。

3.内 臓 ノ結核性攣化

(+)ノ・結節極 メテ少鍛ナルモノ、(骨)ノ・少数 ノ結節存

在スルモノ、(柵)・・結節中等度二存在スルモノ、(冊)

ノ・結節多数二存在スルモノ、(柵)ノ・結節 ヲ以 ツテ完全

二充サレタルモ ノ、結核性病攣ナキモノヲ(一)ヲ以ツ

テ示 シタ リ。

第三章 第一同實験ワ成績

本章 二於 テ述 ベ ン トスル實験 ハ昭和7年1月 ヨ

リ4月 二亙 リテ行 ヘルモ ノニ シテ余等 ノ試實験

トモ構 スベキモ ノナ リ.

第 一一節BCG及 ビTF16S

5厩 皮 下 接 種

8匹 宛 ノ家 兎二各k5廷 ノBCG及 ビTF16S

テ皮 下接種 シ、爾 ホ封照 トシテ5匹 テ同室 二箱

テ各 ヒ別 トシテ飼養 シテケ リ。試 験感染 開始迄

二各免疫群 二於 テ2匹 宛、封照 二於 テ2匹 結核

以外 ノ原 因 ニテ死 亡 セ リ。
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発 疫後26日 目 二於 テ各見疫家兎 ハ「ツベル クリ

ン」反慮(以 下 「ツ」反癒 ト記 ス)陽 性 二輕化 セリ.

此 ノ時期 二試験感染 テ行 ヘ リ。 ソノ結果 バ第二

表 二示 ス如 シ。

表 二示 セル如 クニ 日テ追 フテ注射 局所 ノ攣 化 テ

TF]6S、BCG各 発 疫家兎及 ビ封 照i・二就 キ

テ比較 セルニ、個禮 ニ ヨリ多少 ノ慶 化 アルモ25

日頃迄 ノ、各群 間二殆 ン ド差 ナキテ認 メタ リ。然

ルニ35日 頃 ヨリシテTF16S見 疫 家 兎及 ビ

BCG免 疫 家 兎 二於 テノ・治癒 二傾 ケルモ ノテ認

メタルモ封 照家兎 二於 テノ・カ ・ル事實 ナ シ。而

シテ75日 頃 二至 レバ更 ニコ ノ傾 向 ハ著 明 トナ

リテ封照家 兎 トノ間 二明 カナル差 テ呈 スルニ至

レリnTF16S免 疫 家 兎 トBCG免 疫 家 兎 トノ

第 二 表 ノ ー 感

間 二於 ケル攣 化 ノ差 二就 キテハ如何 ト云 フニ大

膣 二就 テハ殆 ン ド差異 ヂ認 メ得 ザ リシモBCG

冤疫 家 兎一;一テハ1例(136號)微 量感染局所(o.0

001延)二 強度 ノ攣化 ラ呈 シタル モノアリ。カ ・

ル攣 化ハTF1(;S冤 疫 家 兎 ニテハ認 メ得ザ リ

シ トつロナ リ。

近接淋 巴腺 ノ攣化 ノ・TFlGS、BCG雨 免 疫家

兎群 共二封 照 二比 シテ租 支輕 度 ナ リ。然 レ ドモ

ソノ差著 明 ナ リト云 フベカ ラズ。

内臓 ノ結核性攣化 ハ肉眼的 ニモ組織學 的ニ モ、

TF16S免 疫 家兎最 モ輕度 ニ シテ、BCG発 疫

家兎及 ビ封照家兎間 ニノ・殆 ン ド差 異 テ認 ムル コ

ト不 可能 ナ リキ。TF16S冤 疫 家 兎中一ノ・各臓

器 二肉眼的 ニハ全 ク結核性攣化 テ認 メザルモ ノ

染 局 所 所 見
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第二表 ノニ 剖検所見
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十

一
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一
督

什

MFFI:

2例 ア リ、而 シテ ソノ他 ノ4例 二於 テモ肺 二僅

少 ノ結節 ラ認 メタル ノ ミニ シテ、 術ホ腎 二輕度

ノ攣化 ヲ呈 シタルモ ノソノ中 二1例 存 セシ ノミ

ナ リシニモ係 ラズBCG発 疫家 兎 二於 テ・・封照

家兎 ト同程度 ノ攣化 テ示 シタル モ ノ3例 、利緊

輕 度 ナルモ ノ3例 存 セ シノミナ リ。從 ツテ本實

験 ノ結果 ヨリス レバTF16S見 疫 家 兎二於 テ

ノ・一程度 ノ免疫性 テ獲得 セル コ トテ認 メ得 ルモ

BCG冤 疫 家 兎 二於 テノ、カ ・ル コ トナ カ リシナ

リ。 但 シ既 二述 ベ タル如 ク試験 感染局所 ノ攣化

二就 テ見ル トキノ・BCG免 疫 家 兎 二於 テモ極 メ

テ輕微 ナ リ トハ云 へ発疫 性 ノ存在 テ示 シ居 ルガ

故 二本實験 二於 ケルBCG5甦 皮 下免疫 ノ数力

ヲコ レテ以 テ、全然 否定 スル コ トハ不可 ナルベ

シ 。

然 レドモ本實験 ノ成績 ヨ リ批判 セ ン トス レバ戸

田TF16SガBCG二 優 レタ リ ト言 ハザ ルラ

得 ズ。

第 二 節BCG及 ビTF16S

10礒 経 ロ接 種

本實験 二於 テハ8匹 宛 ノ家兎 二TF16S及 ビ

BCG10醒 宛 テ 各k投 與 セ リ。 感染開始前 二

TF16S冤 疫 家 兎ハ5匹 死 亡 シ、BCG免 疫 家

兎 ハ3匹 死亡 セ リ4何 レモ臓器 二結核性病攣 テ

呈 スルコ トナシ。検 索 ノ結果 「グ ラム」陰性 ノー

桿菌(コ レニ關 シテハ他 日報告 セン トス)ノ 敗血

症 ニ ヨツテ艶 死 セルコ トテ知 レリ。 自ロチTF16

S及 ビBCGノ 直接 障碍 ニ ヨツテ発 死 セルニア

ラザル コ トラ知 ル。

實瞼 ノ結果 ハ第 三表 二示 ス如 シ。

経 口接種(笈33日 目 二 「ツ」反癒 テ検 シタル トコ

ロTF16S免 疫 家 兎 二於 テ・・3匹 共 二陽性 ニ

シテBCG冤 疫 家 兎 二於 テハ1匹 陽性 ナ リシノ

ミナ リ。 此 ノ時期 二試験感染 テ行 ヘ リ。

試験感染後4日 目二於 テハ局所反慮極 メテ輕度

ニ シテ各免疫家 兎及 ビ封照 トノ間 二殆 ン ド差異

テ認 ムル コ トテ得 ズ。8日 目ニハTF]6S見

疫 家兎 二於 テ局所 ノ硬結封照 二比 シデ梢 支大 ト

ナ リ、 ソノ程度15日 頃 二於 テ更 二著 明ナ リ。

BCG免 疫 家兎 二於 テモ 「ツ」反磨 陽性 ナ リシモ

ノニテハ封照 二比 シテ反癒梢 、著 明 ナリ。感染

後25日 二至 レバ封照家兎 二於 テモ攣化稽 支著

シクナ リBCG発 疫家 兎 トノ間 二殆 ン ド差 ラ認

メ得 ザル状態 ナ リ。・?「)日目二於 イテハ0・1彪 注

射局 所 ノ攣i化TF16S免 疫 家兎 ト封照家兎 ト

ノ間 二殆 ン ド差 ナ クBCG冤 疫 家 兎二於 イテ稚

く輕 度ナ リ。而 シテ此 ノ時 日頃 ヨリシテ封 照家

兎 ノ微量感染 局所攣化梢k著 明 トナ リ免疫家 兎

トノ間 二著 シキ差異 ラ呈 スルニ至 レリ.

近 接淋 巴腺 ノ攣化 ハ特 二免疫家兎 二於 イテ輕度

ナ リトモ思考 セラレズ。唯、TF16S免 疫 家

兎 中 ソノ攣化極 メテ輕度 ナルモ ノテ1例 認 メタ

リ。
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第 三 表 ノ ー 感 染 局 所 所 見
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臓器 ノ結核性病攣 ハ各冤疫群 二於 テ多少 ノ差異

テ認 メ得 ベ シ。TF16S発 疫 家兎 ハ無髪化 ノ

モ ノ2例 、極 メテ輕度 ノ攣 化 テ肺 二認 メタルモ

ノ1例 ア リ。BCG免 疫 家 兎二於 テハ1例 無攣

化 ノモ ノア リシモ、輕症 ナ リシモ ノ2例 、封 照

二比 シテ殆 ン ド差 ナキ程度 二張攣化 ヲ呈 シタル

モ ノ2例 ア リ。

以 上 ノ實験成績 ノミテ以 ツテ シテハ供試家兎数

比較的 二僅少 ナルガ故 二、冤疫元性 ノ有無 テ直

チニ判定 スルノ、困難 ナルモTF16S、BCG共

一10廷 経 口接種 二依 リ家 兎ニー程度 ノ免 疫性

テ與 工得 タカ ノ如 ク観察 セ ラル。而 シテ今同 ノ

實験 二於 テハTFユ6Sノ ノ)'ガBCG二 利B優

レタル結果 テ示 セ リ。

第 四 章 第 二 同 實 験 ノ成 績

第 一節TF16S皮 下 接 種

第2同 實験 ハ昭和7年5月 ヨ リ開始 シ12月 迄

二終 リタルモ ノー シテ第1同 實瞼 二於 テ足 ラザ

リシ鮎 テ補 エルナ リ。即 チ免疫菌 二用 フル菌量
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第 四 表 ノ ー 感 染 局 所 所 見
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第 五 表 ノ ー

ノ免疫 力 二及ボ ス影響 ラ知 ル目的 テ以 ツテ家兎

ラ4群 二分 チ各k20睡 、10延.、5雇 、1殖 ノ

TF16Sテ 皮 下接種 シ、一 定期 間後 二感染試験

テ行 ヘ リ。

1.TF16S201Cli.皮 下接 種

實験 ノ結果 ハ第 四表 二示 ス如 シ。

免疫家 兎ハ何 レモ免疫後25日 一 シテ 「ツ」反慮

陽性 トナ レリ。此 ノ時期 二試験 感染 ヲ行 ヘ リ。

試験感染後3日 目二於 テハ0.1睡 注射部位 二輕

度 ノ登赤 ラ認 メタルモ ノア リテ封照家兎 トノ間

二殆 ン ド差 ナ シ。9日 、18日 二至 レバ封照家兎

ノ攣 化免疫家 兎二比 シテ著 明 トナ リ日テ追 フテ

ソノ差著 シ。

感 染 局 所 所 見

免
疫

期

間

剖
槍
時
罷
重

反
鷹

(糎

)

感

染

時

一
ツ
」

(武
)

感
染
時
禮
重
(瓦
)

免
疫
時
艦
重

家
兎

番
號

写ぎ

互1

獲1

工

i封

1ヱ1

112

1370

感

染

期

間

87・!…1・33d25日i6・ 日

li 　
2010i200013・Oi1910

OI覇
i繭遍 「面師

"1"

召
晒
日
"

・・ 卜 ・

・2・1・・f{,・1,・:・42・

一}一 一

132012611120

4141d1440
1

127

82

1190

1510

1370

1660

2・・i・32・-1-

一 ・・7・
"1"

・45・"ト ・

1370,,p,

・32・レ ・ 卜 ・

殺
或

ヒ
バ
死

O
・
O
O
9

99

O
・
0
9

99

O
・
9

77

〇
二
薩

O
・
O
O
9

99

O
・
0
2

99

○
・
9

"

〇
二
殖

O
・
O
O
2

99

O
・
0
9

99

O
・
9

"

O
・
一
延

3HalgHHI・8日 目128日 目13,日 目16・Ha

i(?

一一

L
一一

殺

,,

,,
_L
l

一}志L一

一一十

__1_L

l■
ト

⊇ 一 け
一一一一1+i-

一 ト+++

一 十十±

十十[±

圭主

H±1±

1+i+1一二1-

=1評

一竺土

一± ±+

一掛++

一

一

一

一
'
一

一

±

一

一

一

一

一

±

十
一
一

十
一

一
十
一

一

一

一

一

O
・
O
O
9

O
・
0
9

99

O
・
9

99

〇
二
晒

O
・
O
O
9

O
・0
9

O
・
9

93

〇
二
晒

O
・
O
O
9

O
・
0
9

O
・
9

99

十
二

±

一
十

一
十

一
什

一
十

一
十

一什

"

軒

一
十

一
十

一
十

一
粁

一
什

一
十

一柵

"

督

一
続

一
督

一
十

一柵
滑
二

柵

一
十

一
柵

±1++:痂±i±1痕

一圃++1-・-1-

一刑 一「!++

1±1±++±+

+酬++1璽

=翻 耳1++

1++懸+± 隈サー

;1翻豆+隈慰iサ

±

一

一

一

一

一
±

一料

ユ
什

⊥
什

⊥
十

"

±

一
十

一

一

一
粁

一什

⊥
甘

⊥
甘

ユ
什

"

±

一
十

一
十
二

十

一柵

⊥
惜

⊥

一

一

一

濡

童



第8號 】 戸田・箭頭=弱 毒生結核菌 ノ免疫二關スル研究 813

第五表ノニ 剖検所見

刎 近 接 淋 巴 腺
兎

番
號

TF111

161___
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〇
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皮

下
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_
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O
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佐
-
右
臓睡臓
十

一

一

一

一

一

十

一

冊

一
十

一

一

一

一

十
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一

一

十
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一
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一

一

一

一

十

一

一

一

一

}
惜

一
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一
十

一
十

一
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一

一

一
十

一

一
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一
十

一
十

一
十

什

一
十

一
十

一
十

一
冊

一
柵

一
什

一
冊

備 考

近接淋巴腺 ノ攣 化 ハ免疫家 兎 二於 イテ特 二輕度

ナ リト云 フベカ ラズ。

臓器 二於 テハ明 カニ免疫家 兎二於 テ輕度 ナル コ

トラ認 メ得ベ シ。即 チ免疫家 兎 二於 テハ3例 共

二肺 二僅少 ノ小結 節 テ認 メ得 タル ノミニ シテ他

ノ臓器 二病攣 テ認 メ得 ザ リシガ、封照家兎 二於

テノ・肺 ノ ミナ ラズ他 ノ臓器 ニモ可成 リ著 明 ノ攣

化 ラ認 メタ リ。帥 チTF16S20彪 皮 下接種 二

依 ツテ明 カニ家兎 二免疫 性 テ賦 與 セシメタルモ

ノト認 メ得 ベ シ。

2,TF16S10竜 皮 下接種

第 六 表 ノ ー 感

實験 ノ結果 ハ第 五表 二示 ス如 シ。

免疫後25日 目二於 テノ、何 レモ 「ツ」反癒 陽性 二

轄化 セ リ.此 ノ時期 二試験感染 ヲ行 ヘルナ リ。

感染部 位 ノ攣 化ハ1,2週 ノ間 ハ免疫家 兎 ト封

照 トノ間 二殆 ン ド見 ルベ キ差 ナキモ、18日 目頃

ヨリ封照家兎 二於 テ ソノ攣 化梢 支著明 トナ リ、

ソノ後 ハ 日ラ追 フテ ソ ノ差著 シク、見疫家兎 一

於 テハ微量感染局所 ハ無攣化 力或 ヒノ・極 メテ輕

度 二終 リシニ封照家兎 二於 イテハ大 豆大 ノ硬結

膿瘍 テ生 ジタルモ ノアリ。

近接淋 巴腺 ノ攣化 ハ免疫家兎 ト封照 トノ間 二殆

ン ド差 ナ シ。

臓器 二於 テハー般 二封 照家 兎ハ肺 ノ ミナ ラズ他

ノ臓 器 ニモ極 メテ著 シキ攣 化 テ呈 シタルモ発疫

家兎 ニテハ之 レニ比 シテ各臓器 ノ攣化遙 カニ輕

度 ナ リ。即 チ発疫家 兎 二於 テ明 カニー程度 ノ抵

抗力壇進 テ認 メ得 ベ シ。

3.TF16S5竜 皮 下接種

本實験 ノ成績 ハ第 六表 二示 ス如 クナ リ。

本實験 二於 テハ免疫 期間 デ梢 支延 長 セシメテ感

染試験 テ行 エ リ。第1同 實験 二於 テ本實験 ト同

量5庭 皮 下接種 テ行 ヒ27日 間 ノ免疫期 間 ナ リ

シガ故 二今同 二於 イテノ・免疫期 間 デ梢 支延長 セ

シメ51日 トセル ナ リ。見 疫後51日 ニノ、「ツ」反

慮何 レモ陽性 二轄化 セ リ。

表 二示 ス如 ク感染局所 ノ攣化 ハ免疫家 兎 二於 イ

テ明 カニ輕度 ナル コ トテ認 メ得 ベ シ。

染 局 所 所 見

感

染
期

間

免
疫

期

間
(
瓦
)

剖
検
時
膿
重

反
磨

(糎
)

感
染
時

「
ツ
」

(瓦
)

感
染
時
禮
重
(瓦
)

免
疫
時
鵬
重

家

兎
番

號

素

薪
"

殺
或

ヒ

バ
死

日目レ 朋
O
・
O
O
9

O
・
0
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O
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〇
二
彪
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・
O
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・
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・
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。
9

"

〇
二
雇

O
・
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第六表 ノニ 剖 検
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備 考

第 七 表 ノー

近接淋 巴腺 ノ結核性攣化 モ封照家兎 二於 テ梢 ≧

輕度 ナ リ。

臓器 二於 テハ見疫家兎 中2例 ハ各臓器共 二結核

性攣 化 テ認 メ得 ズ、他 ノ1例 二於 テモ極 メテ輕

度 ノ病攣 テ呈 シタル ノミナ リ。本實験 二於 テハ

感染結核菌 ノ毒力如何 ナル理由 ガ梢 気低下 シ居

レル爲封照家 兎 ノ攣 化梢 支輕度 ナルモ免疫家 兎

二比較 ス レバ遙 ヵ二強度 ノ病憂 テ示 セ リ。

即 チ免疫家 兎ハ明 ヵ二免疫 性 デ獲得 シテルモ ノ

ト認 メ得 ベ シ。

3.TF16S1彪 皮 下接 種

本實験 ノ結果 ハ コレテ第 七表 二示 スベ シ。

免疫27日 ニ シテ 「ツ」反慮 ハ何 レモ陽性 トナ レ
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第七表 ノニ 剖槍所見

逝
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173 柵
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嬰骨腺+

180 冊
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柵
,,

柵
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178 柵
,,

柵
,,

柵
,,

柵
,,

柵十十 門脈腺十十
腸骨腺+

1

リ。此 ノ時期 二試験 感染 テ行 エ リ。

感 染局所 ノ攣 化 テ日ラ追 フテ観察 スル ニ封照家

兎 二比 シテ遙 カニ輕度 ナ リ.

近 接淋 巴腺 ノ攣化 テ比較 スル ニ免疫家 兎 ト封照

家兎 トノ間 二著 シキ差異 テ認 メ得ズ。

臓器 二於 テハ封照 二於 テ極 メテ張度 ナル病攣 テ

示 セルニモ係 ラズ免疫家 兎 ノ攣 化バー般 二輕度

ナ リ。肺臓 二於 テハ見疫家 兎ハ輕度 ノ結節 ラ認

メ タルニ封照 ニテハ全 ク結節 ヲ以 ツテ充 サ レタ

ノ明犬態 ナ リキ。脾 臓 二於 テモ見疫家 兎ニテ・・憂

化 テ呈 セザ リシモ ノア リシニモ係 ラズ、封照家

兎 二於 イテハ何 レモ可成 リ強度 二結核性病攣 テ

認 メ得 タリ。肝、腎 二於 テモ大禮 二於 テ同様 ナ

リ。
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即 チTF16S1延 皮 下接種 二依 ツテモ明 カニ

ー一程度 ノ冤疫性 テ家 兎二與 工得 タル コ トヲ認 メ

得。

第 二節TF16S経 口 接 種

本實験 ハ前節 ノ皮下接種 ノ場合 ト殆 ン ド時 ト同

第 入 表 ノ ー 感

ジクシテ行 ヘ ルモ ノニ シテ、 コ レテ以 下 ノ如 ク

分 チテ行 ヘ リ.

1.TF16S20琵 亘怒霊口圭妾種

實験 ノ結果 ハ第八表 二示 セ リ。

冤疫後28● 日目二 「ツ」反磨 テ検 シタル トコロ総
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ベテ陽性 二轄 化 セ リ。

感染 局所 ノ攣 化 テ日ラ追 フテ観 察 スルニ免疫家

兎 ハ封 照家 兎 二比 シテ梢隊 輕度 ナル コ トラ認 メ

得 タ リ.

近 接淋 巴腺 二於 テハ雨 者 ノ間 二殆 ン ド差 ナ シ。

臓器 二於 イテハ147號 テ除 ケバ封 照 二比 シテ梢

、輕度 ナル攣 化 テ認 メ得 ルモ ソノ差著明 ナ リト

云 フベカ ラズ。 コ レテTF16S1雇 皮 下見疫

ノ成績 ト比較 スル トキ、経 口発疫 二方恐イテハ2{1

醒 ノ大量 テ用 フ ルモ1睡 皮 下接種 二及 バ ザル コ

トテ知 リ得 ベ シ。

2.TF16S1(1醒 経 口接一種

本實験 ノ結果 ハコ レテ第 九表 二示 セ リ。

本實瞼 二於 テハ 各U匹 ノ発疫家 兎及 ビ封 照家

兎 二試験感 染 テ行 ヘ リ.然 ル ニ免疫家 兎中]匹

(151號)ハ 感染 後1週 間 ニ シテ死 亡 シ、 更 二1

匹(142號)ハ 感染後36日 一:・一シテ死 亡 セ リ。何 レ
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モ非結核性 ノ敗 血症(「 グ ラム」陰性 ノー桿菌)二

依 ツテ死 セルナ リ。從 ツテ最後迄観 察 シ得 タル

ハ5・9日 目迄 牛存 シタル2匹 ノ ミナ リキ
。

「ツ」反慮 ハ免疫後28日 目二於 テハ4匹 中2匹

陽性 トナ レル ノミナ リ。

感 染局所 ノ攣化 ハ 見疫家 兎 一 於 テ 鞘 支輕度 ナ

リ。

第 九 表 ノ ー 感

然 レ ドモ臓 器 ノ結核性攣化 ヲ比較 セ ンカ封照家

兎 トノ間 二殆 ン ド差 テ認 メ得 ザル〈ごシ。

即 チ以上 ノ成績 ハ第1同 實験 二於 テ10延 経 口

接種 ガ梢 支好結果 ヲ得 タル ニ比 ス レバ著 シク不

良 ナ リト云 ハザ ルテ得 ズ。 ソノ原 因二就 イテハ

今直 チニ論 ズル テ得 ザルモ ソ ノ何 レモ實験 ノ手

技 二誤 リアリ トモ考 ヘ ラ レズ、結局経 口免疫法

染 局 所 所 見
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ガ極 メテ不定 ノ結果 テ示 ス コト ノア リ得 ル コ ト

テ知 リ得 タルナ リ。

3.TF16S5睡 経 口接種

實験 ノ結 果 ハ第十表 二示 ス。

免疫後27日 目二於 テハ3匹 ノ免疫家兎中1匹

ノ ミ「ツ」反慮弱 陽性 トナ レリ。感染局所 ノ攣化

ハ封 照 二比 シテ稽 如輕度 ナルモ ノアルモ剖検所

見二於 テハ雨 者間 二全 ク差 異 テ認 ムル能 ハズ。

即 チTF16S5竜 経 口発疫 二依 テノ、殆 ン ド家

兎 ハ免疫性 ラ獲 得 シ得 ザル コ トテ知 レリ。

4.TF16S5懸 堅口接種

本實験 ノ結果 ハ コ レテ第十一表 二示 ス。

免疫後27日 目二 「ツ」反慮 テ検 シタルニ総 ベテ

陰性 ナ リキ。此 ノ時期 二試験感染 テ行 ヘ リ。

表 二示 ス如 ク1醒 経 口免疫家 兎ハ何等封 照 ト異

ラザル強度 ノ結 核性攣 化 テ呈 シタ リ。
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第 十 一 表 ノ ニ 剖 検 所 見
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一
種
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照
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兎
番
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可
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柵
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一
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腎 臓

右 左

　

十 十 十

++1柵

十 冊 柵

十1柵 冊
1_1_
　

+冊1柵
1__1_

十1-{十

十

一
冊

一
柵

一
柵

一
柵

一
什

備 考

門脈腺++

門脈腺十

門脈腺十

門脈腺+
腸骨腺十

門脈腺十

第 十 二 表 ノ ー 感 染 局 所 所 見

宝

)

免
疫
時
膿
重

家

兎

番
號

感 感反剖 免 感 殺

1擁 舗 撫 昌lli覇華.

:}日 目6日 帥4日 目128日 目13・ 日 目153日 目

⊂)⊂)o(⊃ ⊂)⊂ ⊃ ⊂)⊂ ⊃ ⊂)

O
O
9
"

0
9
P

"

一選
O
O
9
09
9一種

O
O
9

"
}

十十
B 63166013202.0132033日53日 殺 ± 一 一 一 柵+± 一

撲1+
_1_

± 一 痕 十±
柵
痕十 ±堕±±C 一

[1 一 一 一 甲
潰 潰一 一 一 一 一 一 }一 一 一 一 『 一 一 } 一 一 一 一 一 一

G t-『
二

59 、143012401.51340,,,,,,± ± ±!一唾 ±±冊ト十 ±柵十 十±柵 十十 ±柵 鼎 ±±
_1-一

○
一1一 } 一 { 一 一 一 一}_ 一 一 『 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一

睡 18 14401090±1250,37日 殺 一 一 一 一 十十 ± ± 一

}「

慨 ±±± 冊± ±±
皮 1一 一 一 一 一 一 一 昌一 一 一 一 一_一

十
一 一 一 『 一 『 一 一 巳一 一一i一 一 一 }

i下
1411490113702・01090・ ・""一 一 一 一 十十

1
± 一 一 十十什 ± 土柵 H十± ±冊冊 ± ±:冊1 冊 ±什

一 一 一 一 一 一一 一 _1_ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 } 一 一 一 一1一 『 『 }
一 一

、37d、23。
1 1

封 154 一1480 ,,37日 殺 ± 一 一 } 粁 ± 一 一
燗++
十十十十鼎 柵 十十++}

一 一 一 一 一 一一_ 一 一 一 一 一_一 一

1-一

『 一 一 一_ _[_ 一 一 一 一 一 一

照1・571 繭1痂 一 、16。,,,,"±
Il

一 一1-

1
十 十 十 一 柵1++1±1±i

l・1ノ
冊 卜十十隔1耳十十柵 柵 十十十十

1

第 十 二 表 ノ ニ 剖 検 所 見
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O
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臓
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並i⊥++1二
+L+ _

++1ゴ=「=
,,1
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脾

臓

十
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第 五 章 第 三 同 實 験 ノ成 績

本實瞼 ハ第2回 實験 ト殆 ン ド時 ラ同 ジク シテ行 リ.

ヘ ル モ ノニ シテBCG二 就 イテ第1同 實験 二於 第 一 節BCG皮 下 接 種

イテ足 ラザ リシ貼 テ補 ントシテ行 ヘルモ ノナ1.BCG20延 皮 下接種

リ。 實験 ノ成績 ハ第十二表 二示 セリ。

発疫 二用 ヒシBCGノ 菌 量、冤 疫 ノ方法、試t.i&免 疫 後b3日 目 二 「ツ」反癒 テ検 シタル トコロ!

感 染法等 ・・前述 セルTF16Sノ 實 験 二準 ジタ 匹 中3匹 ・・張 陽1性、1匹 ハ弱陽性 ナ リキ。

第 十 三 表 ノ ー 感 染 局 所 所 見

家

兎
番

號

免

壽
艶

4

感
染

重塾

感反剖
染磨検

鞭 竃

免
疫

期

間

感

染
期

間

蕃劉3日 目16日 目1・7日 目129四139囲153日 目

薯13:ε
ハ 延 一2

死 ∴"

?

8
9
,,

:茎:
庭9

,,

,,

轟華
"1"}"

:i⊇1:1::β::1:
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B_

C1591330

G

O601380

遍… 一 一
皮891390

下
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+

一
+
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一
+
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一
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粁

一
±
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柵 十十十 十 冊 十}十 十

十甘柵 十 十 冊 冊 十 十

巫班塾璽豆
柵 ± ±一冊 十十

冊1+±

細:柵ト

誤iサi++

繭F

巫E+

壁 ±+

刑 痂痂

嘉珊

第十三表 ノニ 剖槍所見

1

家 近 接 淋 巴 腺 肺 肝脾腎臓
1_

兎 o o o o 1

番
二

彪
全 自

一
自
o

1

右臓 左1
備 考

號 ,,

,, τ 臓臓 1 1

150 柵 柵 ± ± 十 一 一 十十
B 酪 ,,

C 159 冊
柵 十 十

一

什 = =
}

十

一

十
G ,, ,, ,, ,,

一 一一 一 一
一

〇 60
柵 什 十 十十

十 一 十 十十
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一_ 一睡
皮 89 冊 冊

十十 十十

一

十 一 一 = 一 1
下

,, ,, ,, ,, 1

54 世1柵
十十 十十

一

十十
一

一 一

一

一

十

一

十十
,, ,, ,,

封 82
・柵1柵
1
料 ±

一

十十= = = =喝
,, ,, _肥 ,,

一 『 『

11
柵 冊 柵 柵 柵

一

柵 一 一鼎

一

冊
,P ,, ,, ,,

照 22 冊
冊 十十 一 十十

一

十十=
『

十

一

十
,, ,, ,,

試験感染 局所 ノ攣 化 ラ見 ルニ感染後3日 目乃至

6日 目頃 二於 テハ見疫家兎 二於 デ梢 賜墨久17

日 目頃 二至 レバ封照 トノ間 二殆 ン ド差 ナ ク、 ソ

ノ後 二至 レハ冤疫家 兎二於 イテハ微量感染局所

ノ憂化極 メテ緩慢 トナ リ途 ニハ進行停止 セルー

封照家兎 二於 イテハ盆 」曾彊 セ リ.

近 接淋巴腺 ノ憂 化ハ雨 者間 二殆 ン ド差 ナ シ。

臓器 ノ結核 性攣 化 ハ 免疫家兎 一於 イテ輕度 ナ

リ。肺臓 二於 イテ ソノ差梢 ヒ著 明 ナルモ脾臓 ノ

攣化 テ比 較 スル トキ夏 二明 カナ リ。 帥 チ封照 二

於 テハ3匹 中2匹 ハ脾臓 二結核 性攣化 テ認 メタ

ルニ見疫家 兎二於 テハ4匹 共 二侵 サ レズ。

爾 ホ腎臓 二就 テモ同様見疫家 兎 ノ侵サ レシモ ノ

僅 カニシテ ソノ程度亦輕 度 ナ リ。

2・BCG10涯 皮 下接種 ●

實験 ノ結果 ハ コ レラ第 十三表 二示 ス如 シ。
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第 十 四 表 ノ ー 感 染 局 所 所 見
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十十 十十 十十
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免疫家 兎ハ何 レモ感染 ノ直前 ニハ「ツ」反磨陽性

トナ リ。

感染 局所 ノ攣化 ハ殆 ン ド封照家兎 トノ間 二差 ナ

シ。

近接淋 巴腺 二於 テモ発疫家 兎 ト封照 トノ間 二著

シキ差 テ認 メ得 ズ。

臓 器 ノ攣 化 ヲ比較 スルモ免疫家兎 二於 テ梢 支輕

度 ナルモ ノ多 キ程度 一 シテ ソノ差著明 ナ ラズ。

然 レドモ全 然免疫 性 ラ否定 シ得 ザルベ シ。

3.BCG5彪 皮 下接種

實験 ノ結果 ハ第 十四表 二示 ス如 シ。

「ツ」反慮 ハ免疫後32日 ニテ何 レモ 陽性 トナ レ

リ。

感染局所 ノ攣 化ハ表 二示 ス如 ク見 疫家 兎 ト封 照

家 兎 トノ間 二於 イテ見ルベ キ差異 ナ シ。

臓器 ノ攣 化 ラ見ルニ見疫家兎 中一ハ封照115號

117號 二見 ラル ・ガ如 キ 強度 ノ攣化 テ呈 シタル

モ ノナ久 肺 二攣 化 テ示 サ ・"リシモ ノサェ ァレ

リ。 即 チー程度 ノ免疫性 テ獲碍 シ居 レル コ トテ

認 メ得 くごシ。

1.BCG1雇 皮 下接種

實験 ノ結果 ハ第 卜五表 二示 ス如 シ。

免疫後32日 ニ シテ 「ツ」反癒陽性 ナ リシモ ノ5

匹 中2匹 ナ リキ。

感 染局所 ノ攣i化ハ表 ニモ示 ス如 ク免疫家 兎二於

イテ特 二輕 度 ナ リ ト云 フベ カ ラズ。

近 接淋巴腺 二於 テモ雨者 ノ間二病攣 ノ差 ナ シ。

臓器 ノ結核 性攣 化ハ兎疫家 兎 二於 デ梢 支輕度 ナ

ル コ ト表 二示 シタル如 シ。而 シテBCGl睡 皮

下接種家 兎 二於 テハ10倍 稀繹 薔 「ツ」皮 内反磨

陰性 ナ リシモ ノ多 カ リシニモ係 ラズ、 ソノ「ヅ」
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第 十 五 表 ノ ー 感 染 局 所 所 見
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検
時
膿
重

反

鷹

(糎

)

感

染

時

「ダツ
」

(瓦
)

感
染
時
膿
重
(瓦
)

免
疫
時
禮
重

家

兎
番

號

O
・
2

99

〇
二
彪

殺
或

ヒ

バ
死

一+H目18日 目1・8日 目12SH-13S日 目152Ha

O
・
O
O
O
一

"

O
・
0
2

"

O
。
2

〇
二
雇

?

O
O
2

"

O
・0
9

"

?
9
〇
二
種

?

O
O
9

"

O
・
O
O
一

"

O
・
2

22

〇
二
竈

O
・O
O
9

一

O
・
0
9

O
・
9
〇
二
選

O
・
O
O
2

O
・
0
9

29

?
9
99

〇

一
彪

O
・
8
2

"

O
・
0
2

99

B
C
G
一

彪皮

下

71
--

72

1220 1170 1.0 1210 32日
一

,,

52日 殺
一一

,,

十
二

十
一

什
一

十
二

十

=

一 一 一

二
柵

二
十
一

柵

二
十
一

十

十
二

料
一

柵
一

±
一

十十
一

惜
一

冊

十
二

什

;
二

二
十二

十十
一

十

1

一冊 十二

帯
一

柵

;
二

柵

十二

卦
一

十

=
一

十二

十十
一

十十
一

十十

二

十
一

十十

=

柵

薔
麺
冊
一

十

十二

柵
一

冊
一

±

十二

十十

二
十
一

」

柵i+
一 一

十
二

曾
一

十

=
一

十
一

一

柵
一

柵

二
十十
一

什

=
一

十
一

一

料
一

十

1380 1540 一 1520

一

P,

一_

十
二

十

=
一

±

=

±

丁
二

二

±

=

=

一

一 一

±
一 一

±

=

=

=

=

=

柵

冊

柵

亟
什
一

柵
一

帯
一

柵
一

柵

;
二

什

=

=
一

十
二

十
一

十

薔
麺
冊
一

十
一

什

冊
一

冊

冊
一

柵131 1550 1540
_-

1590

± 1640 ,, ,P ,,

一

,,

一

二

二

ニ
ー

一

冊
一

十
一

十
一

十

;
二

十

一

十什
一
〇ユ37

一
1770 一 1540 ,, ,,

一

±

丁
二

±
一

±

;一

一

二
±

=

=

=

= =
一

痂
一

什
一

一

冊
一

冊

一

十
一

什
一

一

冊
一

冊

123 1550 1560 一 1620 ,, ,,

-

38日

,,

二
十
二

昔
一

十

什
一

柵
一

柵
一

柵

柵
一

柵
一

柵
一

帯

十二

十十

±
一

±
一

封

照

114 1250 1080 一 680 ,,

一

死

一

惜
一

冊
一

冊

一

柵
一

帯
一

帯

198 1190 1230 一

一

1一

1380 ,, 52日 殺 十
二

十

±

丁一
ニ
ー

二
一

一

十十

一

十十

十十

一

十145 1360 1250 1420 ,, ,, ,,

一 一

柵 十十

第十五表ノニ 甜瞼所見

B
C
G

一
種
皮

下

封

照

家

兎

番
號

71

72

131

137

123

114

198

145

近 接 淋 巴 腺

〇
二
彪

各
柵
酉

柵
,,

冊
,,

惜
,,

冊
一
十十

,,

冊
,,

,,

O
・
9

帯
,,

冊
,,

柵

帯

柵
二
十十

一
柵
己
柵
,,

O
・
0
9

十十

,,

十十

,,

十

十十

一
十
,,

惜
,,

十十

,,

O
・
O
O
9

什
,,

十十

,,

±

腎臓肝脾肺

臓

柵

十

十

± 冊

十十 柵

』
十十

,,
冊

右左臓

+

一

十

十冊

鼎

一
十

冊

一
+

什

一

一

備 考

反慮陰性 ナ リシ家兎 ニテモ臓器 ノ結核 性攣化極

メテ輕度 ニ シテ明 カニ発疫 性 ノ存在 テ認 メ シモ

ノア リ。 即 チ以上 ノ成績 ニ ョレバ「ツ」反癒 ト抵

抗 性ガ必 ズ シモ李衝 セザル結果 トナ レル モ ノニ

シテ從來 ノ學設 ト梢 支矛盾 セ リ.果 シテ 「ア レ

ルギー」 ト感染防禦力 トガ常 二李衡 スルモ ノナ

リヤ否 ヤ自分等 ハ常 二多少 ノ疑義 テ有 スル モ ノ

ナルガ故 二本實験 ノ結果 テ以 ツテ誤 レリトハ言

フ〈ごカラズ。此 ノ鮎 二關 シテハ更 二時 ラ新 ニ シ

テ詳 述 セン。

第 二節BCG経 口 接 種

1.BCG20頭 匡経 口接種

實験 ノ結果 ハ第十六表 二示 セ リ。

冤疫家 兎ハ感染直前 二於 テ「ツ」反慮5匹 中3匹

陽性 ラ呈 シタ リ。然 レドモ表 ニモ示 ス如 クニ感

染 局所 二於 ケル攣化 二於 テモ近接 淋巴腺 、臓器

二於 ケル攣化 テ比較 スルモ ソノ間 二殆 ン ド差 テ

認 ムル コ ト不可能 ナ リ。

即 チ本實験 ノ結果 ヨリ判断 スル トキ・・BCG20

雇 経 口冤疫 ハ家兎 テー程度 「アレルギー」ノ状 態

タラ シメ得 ルモ充分 二感染 妨止作用 テ呈 シ得 ラ

ル ・程度 ノ免疫性 ラ附與 セ シメ得 ザ リシモ ノト

思 ハル ・ナ リ。即 チ本實験 二於 テモ 「ア レル ギ

ー」 ト感染妨止作用 トガ必 ズ シモー定 セザル コ

トテ認、メシナ リ。

2.BCG10延 経 口接種

實験 ノ結果 ハ第 十七表 二示 ス。

免疫家兎 ハ4匹 共 二「ツ」反慮陰性 ナ リキ。

感染 局所 ノ攣 化 ハ見疫家兎 ト封照 トノ間 二於 テ

殆 ン ド差 ナ シ。近接淋 巴腺 二於 テモ同様 ナ リ.

内臓 ノ結核性攣 化 ラ見 ルニ174號 、1531號 、145
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第 十 六 表 ノ ー 感 染 局 所 所 見

B
C
G

二
〇
彪
経
口

照

感
染
時
膿(瓦
)

免
疫
時
開
重

家

兎

番
號 重奪

剖
検
時
禮
重

反
磨
(糎
)

感

染
時

「
ツ
」

13414601340

7913601420

璽 囲 塑
・271・6綱
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1190
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欝 間

免
疫

期
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11201100

103α880

14・・133日

1270,,

・27・i"

一I

l650レ,

148・卜・

一1270
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一1610 7

感

染

期

間

殺
或

ヒ

バ
死

4日 目IS日 目1・5日 目12・ 日 目i35日 目15・ 日 目

O
・
O
O
9

O
・
0
9

O
・
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〇
二
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O
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O
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9

O
・
0
9

O
・
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〇
二
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O
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0
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O
・
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二
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O
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O
9
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・
0
9
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O
・
2
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〇
二
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O
・
O
O
9
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O
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9

O
・
9

〇
二

選

O
・O
O
9

O
・
0
2

O
・
9
〇
二
睡

56日 殺 十 一

,一"+1±

"i・ ・+i一

,,,,

,,

　

・1+±

±こ

"1± 一

・'i・ ・1-1一

91死 一1一

二産 ± 型
一1+±-H蹴

ヨ十 一 一 一 十十十

一 十 ± 一 一 冊 柵

一+一 十 痢

一1
± 一 一 一 十十十十

刊+H一 ト柵 ±=
1=FFF-一

一

一
十
一

一
十
一

一
十
一
一

一

「十
二

±

一
±

一
卦

一
料

一

一

一十
二

十

一
±

[
十

一
柵

一
十

一
十
二

±

一

昔

一
十

一
十

一
柵

一
什

一
什

一骨

一

冊
潰
}
柵

一
冊

一冊
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一
柵

一
柵

「世

什

「
十

一
柵

一
柵

一
十

一
十
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一

什

一
十

一
柵

一
柵

[
柵

一
鼎
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一

柵
潰

一
柵

一
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一
冊

「
冊

一
柵

一世

一

一

一

一
±

一
十
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十

一
±
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一
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{
十

一
十

一
十

一
十

一
料

一十

卦

{
什

一
什

卦

「
什

再

"

冊

再
潰
瓶
潰

一

一
+

一
十

帯

⊥

十

一
丹

」十
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⊥
惜

⊥

什
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冊
潰

再

潰
一冊
潰
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十

「
十

一
±

一十

第 十 六 表 ノ ニ 剖 検 所 見
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十

1
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ユ
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一

一

一

一

一

一
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一
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柵
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柵
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十

柵 十十
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柵
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冊
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柵
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一

十封

照

19
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甘

一

十

一

十
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十122
1

冊
,,

柵
,,

柵
,,

柵
,,

柵

一
十 十

・26「
昌

敗血症死
結核性病攣ナシ

第 十 七 表 ノー 感 染 局 所 所 見

家

兎

番

號

免1感 鰍 剖
疫1染 ・染臆槍

免
疫

期

間

感

染
期

間

殺
或

三
死

1

3開17朋1・5朋128日 目14・ 日 目153H目

時
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重
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一
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一
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一

二

三

再T
『

世
卦

再 柵±±柵世
什
圭
十
生
±
軒
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1
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一

量
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一

±
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世
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第十七表ノニ 剖検所見

家
兎

番
號

近 接 淋 巴 腺 肺

臓

肝

臓

脾

臓

腎臓

備 考
〇
二

薩
茎
,,

:
2
,,

?
8
9
,,

一

右左

2・74馴+t,lt,+二 ±±二
G154'HH・ 冊 什+++ _++_

リリ リり リナ リリ

憲77丁 柵 丁 冊 柵=;;=
経___ユ,,_」 上一,__一___

口145柵 柵++什_+++
,,,,,,,,

封181柵'1'1"1'什+冊 一_++++
,,,,,,,,

照165-IH{一 一HH・ 柵 柵 柵_十 十 十
,,,,,,,,

號 ノ3例 ハ封照 二比 シテ攣化梢 丸輕 度 ナ リ。然

ル ニ77號 家 兎 ハ 強度 ノ攣化 ラ示 スコ ト封 照 ノ

如 シ。以上 ノ結 果 ヨリ見 ル トキハ輕度 ナガ ラモ

発疫性 テ獲得 シ居 レルモ ノ ・存在 ラ否定 シ得 ザ

ル ベ シ0

3.BCG5麗 口接種

本實験 ノ結果 ハ第 十八表 二示 ス如 シ。

免疫家 兎 ノ感染 直前 二於 ケル「ツ」反庭iハ何 レモ

陰 性 ナ リ。感染 局所 ノ憂化、臓 器 ノ攣 化等 テ観

察 スルモ免疫家 兎 ト封照 トノ間 二何 等認 ムベ キ

差 ナ シ。

即 チBCG5涯 経 口接種 ニテハ全然家 兎 二免疫

性 テ附與 セ シムルコ トノ不可能 ナル コ トテ認 メ

得 ベ シ。

4.BCG1彪 経 口接種

實験 ノ結果 ハ第十九表 二示 ス如 シ。

「ツ」反 慮ハ何 レモ陰性 ナリキ。

表 ニモ示 シタル如 ク免疫家兎 ノ結核 性攣化 ノ強

度 ナル コ トハ封照 ト全然同様 ニ シテ ソノ間何等

免 疫性 ノ存在 テ認 メ得 ズ。

自PチBCG1延 経 口接種 ハ何等家 兎 二免疫性 テ

附與 セ シメ得 ザ リシコ トテ認 メ得ベ シ。

第 十 入 表 ノー 感 染 局 所 所 見
.●■■■噛【■■唱■隅6噛σ罰9

灘謙
3日 目17日 目1・5朋128日 目139日 目153朋

:
彪

?
9
,,肇最琴ll鞭 幕 尋華

B

5515201470-125028日53日 殺 十

;一

±

;一

二二竺
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二__
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≡+16714401420-1320,,,,,, T工
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一 『 一
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12816401680-1330G

五19112801090 -1090

琵…___

経3912801310-1490

口
11115101540-1500

11212601230-770

115105010001140

12311201110970

照1291030860650

,,,,十 ±

,,,,十 一

一

,,,,十 ±

,,,,± ± 一

,,,,,± 一 一

,,,,,,十 一 一

,,,,,■ ■ 噂

5日 死 一

三三亘丑 巫三至選垂垂亜 巫垂≡+
一 一 十 一 一 ト 十 ± 一 一 冊 什 十 ± 冊 十十十 ± 鼎 柵 十十

==不 ≡ゴ=;TE=繭;≡ 繭 嘉 嘉冨;+
　

酬#1蹴 慧
十 ± ±1-十 十 ± 一 柵 十卜十 一 柵 十÷十十十 十卜十十十 ±

+± 一「 柵特+一 柵什+一 柵柵++冊 什++
一「
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第十入表ノニ 剖検所見 第十九表ノニ 剖検所見
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第六章TF16S及 ビBCGノ 家兎呂劃 スル病源性 呂就 テ
'

第 一節TF16S及 ビBCG皮

下 接種 二依 ル局 所攣 化及 ビ

近 接淋 巴腺 ノ憂 化

TF16Sノ ミノ接種ニヨル攣化二就4テ ・・戸田

ハ先 ノ報告 σ,二於 テ既二簡輩ナル報告 テ試 ミオ

キ シモ弦ニハ再 ビ本實験二用 ヒシTF16S及

ピBCGノ 皮 下接 種 二於 イテ起 ル局所攣 化二就

キテ言已載 セ ン トス。

TF16S20廷 皮 下接種 ニテノ・殆 ン ド総 テノ家

兎 二於 テ1週 日頃 ヨリ既 二小 豆大 ノ硬結 テ外部

ヨリ鰯 レ得漸次 ソノ攣 北 ハ檜強 シ3週 日頃 ニテ

ハ碗 豆大 乃至雀卵大 トナ リ内部 ハ膿 様物 質 テ以
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ツテ充 サ レ3ケ 月=至 ル モ依然 トシテ残 存 スル

モノアリ。稀 二吸牧 セラ レテ少攣 化 ラ残 スモ ノ

ァル モ極 メテ少 シ。

TF16S101睡 皮 下接種 ニテモ20薩 二比 シ局所

憂化輕度 ナル ノ ミニシテ大膿 同様 ナル硬結 、膿

瘍 テ形成 ス。

TF16Sr)庭 皮 下接種 ニテハ10延 二比 シテ局

所攣化更 二輕度 ニ シテ殆 ン ド局所 二攣 化 テ呈 セ

ザルモ ノア リ。 然 レ ドモ多 クノ発疫家 兎二於 テ

爾 ホ局所 攣化剖検時迄残 存 ス。

TF16S1竜 皮 下接 種 ニテハ余等 ノ實験 二用 ヒ

シ家兎 二局所 攣化 テ呈 セルモ ノナ シ。 コ レ余 ガ

TF16S或 ヒ・、BCGテ 人 膿 二慮用 セン トス

ル場合皮下晃疫法 ノ可能 ナルベ キヲ言 ハ ン トス

ル最 モ重要 ナル事實 ニ シテ、 カ クノ如 ク家 兎一

於 テ何等 皮下 二攣 化 テ呈 セザル ニモ係 ラズ免疫

性 テ與 フルコ トノ可能 ナ リシテ認 メ得 タル コ ト

既 二述くごタル トコナ リ.

.BCG二 於 テモ殆 ン ドTF1`;Sト 同様 ナル局所

憂 化 テ家 兎 二生 ゼ シメタ リ。 即 チ20廷 皮下接

種 ニテハ1週 間頃 ヨ リ小豆大乃至大 豆大 ノ硬結

テ認 メ得 テコ レガ 日テ追 フテ漸次塘大 シ雀卵大

トナ リ検剖時 二至 ルモ残 存 スルモ ノ多 シ。10延

5延 皮 下接種 局所 ニ テモ211彪 注 射局所 二比 シ

テ梢 く攣 化輕 度 ナル ノ ミナ リ。1涯 ニテハ注射

局所 二何等憂化 ノ痕跡 テ示 サザ ルモ ノ多 シ。

以1ソ ・大罷免疫比較試験 テ行 ヒタル各家 兎 ノ剖

検 時 二於 ケル局所 ノ攣牝 二就 キテ記載 セルモ ノ

ナルガ故 二弦 ニノ、局所憂 化 二就 キ テ特 二観察 テ

行 ヘル小實験 ノ結 果 テ第 二十表 二示 サン。

第 二 十 表
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20選
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1,,

ヨδ=一
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5,,

1,,

20,,

10,,

5,,

1,,

局 所 攣 化 備 考

4日 帥 ・HH

柵

帯

十

十一

十十

18日目畑 目瓢 慕 讃

十 十H十

十

十

±

柵

柵

十十

±

柵

十十

±

十 柵

±1++

十十 冊

卦 師
一 ±

冊 柵

十十

柵

柵

±

惜 冊

帯 柵

±

柵

±

柵

粁1鼎

十 十十

臓 器

肉眼的結核
性攣化ナシ

肉眼的結核
性攣化ナシ

肉眼的結核
性攣化ナシ

肉眼的結核
性毛愛化ナシ

肉眼的結核
性攣化ナシ

へ

即 チ本例 二於 テモTF⊥6S及 ビBCG1竜 皮

下接種 ニ ヨリ皮 下二病墜 テ呈 セザ リシコ トテ知

り得ベ シ。

近接淋巴腺ハTF16S、BCG共 二以上述ベタ

ルガ如キ局所攣化存スル場合二於 テモソノ攣化

極 メテ輕度 力或 ヒバ全然腫脹 テ認 メザル場合多



826 戸田・箭頭=弱 毒生結核菌 ノ免疫二關スル研究 【第11巻

シ。本 事實 ヨリスルモ如 何 二TF16S及 ビ

BCGノ 毒 力低 下 セル モ ノナルカテ察知 シ得 ラ

ルベ シ。米粒大 二腫脹 セルモ ノテ顯微鏡的 二検

索 スルモ網状織細胞 ノ増殖、濾胞腫大 セル テ認

メ得 ラル ・程度 ニ シテ乾酪攣 性 二陥 レルモ ノナ

ク結核 菌 ノ詮明 モ不 可能 ナ リ。

第 二節 臓器 二於 ケノレ憂化

試験感染 テ行 フコ トナクシテ約2ケ 月放置セル

免疫家兎二就キテTF16S及 ビBCGノ ミノ

影響テ検 スベ ク第二十一表 二示 セルガ如キ試験

家兎二就キテ顯微鏡的検索テ行ヘリ。

第二十一表 免疫菌ニヨル臓器ノ攣化

家兎
番號
免疫
方法 菌畢 瀦 備 考

TF

16
S

接
種
家
兎

一

B
C
G
接
種
家
兎

17 経 口 20睡 46日

40日

肉眼的、顯微鏡的二肺、肝、脾、腎二著攣ナシ。而 シテ結核菌 ヲ顯出得ズ

11 ,, 20,, 肉眼的、顯微鏡的二肺、肝、脾、腎二著攣ナ乾 結核菌陰性

22 ,, 10,, 46日 同 上。

36 ,, 10,, 40日 同 上 。

77 皮下 20,, 35日 同 上。

93 ,, 20,, 35日 同 上 。

82 ,, 10,, 35日 同 上 。

137 静脈 5,, 84日 同 上 。

ユ85 ,, 5,, 84日 同 上 。

1 経 口 20,, 46日 肉眼的、顯微鏡的二肺、肝、脾、腎二著憂ナジ結核菌陰性。

2 ,, 20,, 40日 同 上 。

8 ,, 10,, 48日 同 上.

32 ,, 10,, 45日 同 上 。

63 皮下 20,, 46日
一

同 上。

60 ,, 20,, 40日

一
同 上。 一

71 ,, 10,, 46日 同 上.
1

TF16Sテ 経 口的二家兎二投與 セル揚合二・・肉

眼的二各臓器 二結核性墜化ヲ認 メ得ザルノミナ

ラズ淋巴腺 ノ腫脹セルモノラモ認 メ得ザ リキ。

顯微鏡的二観察スルニ肺臓 ニハ輕度 ノ肺胞壁肥

厚及 ビ小肺炎竈 ノ時二存在スルテ認 メ得ルノミ

ニテ特二結核性病攣 トシテ認 メ得 ラル ・モ ノナ

シ。肝臓 二於 テモ殆 ンド攣化ナ久 間質 二輕度

ノ結締織細胞 ノ檜殖 セル部分及ビ小葉内二淋巴

球 ノ小浸潤竈 テ認 メ得 ラル ・モ ノアリ。脾臓、

腎臓 ニモ著愛 ナシ。

TF16S皮 下及 ビ経静脈接種家兎二於 テモ殆 ン

ド憂化ナク特二結核性病竈 ト認メ得ベキ攣化ナ

キコト経 口的接種 ノ場合 ト同様 ナリ。

慶DチTF16S接 種後約1ケ 月牛乃至2ケ 月牛

後 二於テハ皮下経口、経静脈接種 ノ何 レニテモ

殆 ン ド結核菌 二依 ル特異的病攣 テ呈 セザル コト

テ知 リ得 ベ シ。菌量 ト接種後 ノ攣 化 ト時間的關

係 二就 キ テハ夏 二時 テ異 ニ シテ畿 表 セ ン トス。

BCGテ 経 口的拉 ピー皮下接種 シタル 家兎二於

テモ殆 ン ドTF16Sノ 場 合 ト同様 ニ シテ各臓

器 二特異 的結核性病攣 ヲ出現 セ シメズ。此 ノ鮎

ハ縦 來多 クノ學 者 二依 リテナサ レタルBCGノ

毒 方實験 ト攣 ル トコロナ シ。

即チ今同余等 ガ用 ヒタルTF16S及 ビBCG

ハ殆 ン ド家 兎 ノ臓器 二進行性結核 性病攣 テ惹起

セ シメ得 ザ リシコ トテ認 メ得 タルモ ノニ シテ從

ツテ各免疫 試験 二於 テ惹起 セラ レタル結核性病

攣 ハ試験 感染 二用 ヒタル牛型結核菌 二依 ル病憂

ナルコ トテ認 メ得 ベ シ。

第七章 各實験ノ総括的観察



第8號 】 戸田・箭頭=弱 毒生結核菌 ノ免疫二關スル研究 827

第 一 節TF16S及 ビBCG各

種 免 疫 法 ト「ツベ ノレク リ ン」反 雁

R.Kochニ ヨ リテ認 ノラ レR6mer(11)、Ham-

burger(12>等 ニ ヨツテ 確認、セラレタル所謂Koch

現 象 ガPirquet(13)ノ 提 唱 スルAllergie/1状 態

二因 リテ惹起 セラル ・コ トノ、一般 ノ等 シク認 ム

ル トコロー シテ、爾 ホ本 「ア レルギー」ノ登現 ガ

動 物膿或 ヒバ人膿 ノ結核菌感染 二封 スル免疫性

ノー標示 トナ リ得 ルモ ノナル コ トモ既 二多撒學

徒 ニ ヨリ著 シク認 メラル ・トコロナ リ。 カ ・ル

見地 ヨリシテTF16S及 ピBCGノ 皮 下及 ビ

経 口免疫法 二於 砺 如何 ナル程度 二迄 「ツ」反慮

陽性 トナ リ得 シヤ テ比較 スルハ雨免疫元 ノ赦力

比較 ノー標示 トシテ償値 アルベ シ。以 上 ノ理 由

カラシテ以下述 ベ ン トスル ガ如 ク各實験 ノ結果

テー括 シテコ レガ比較 テ試 モタリ。實験 ノ結果

ノ・コ レテ第二十二表 二総括 的 二示 セ リ。

第二十二表 「ツ」反磨出現 ノ頻度

接種
法 免 疫 元 菌量 禁兎雛 兎簸

陰 性
家兎薮

第
一

同實

験

皮
下

BCG 5彪 6 6 0

TF16S ,, 6 6 0

経
口

BCG 10彪 5 1 4

TF16S ,, 3 3 0

第
二

同

實

験

皮

下

TF16S 20睡 3 3 0

TF16S 10,, 4 4 0

TF16S 5,, 3 3 0

TF16S 1,, 4 4 0

経

口

TF16S 20彪 6 6 0

TF16S 10,, 3 2 1

TF16S 5,, 3 1 2

TF16S 1,, 3 0 3

第

三

同

實

験

皮

下

BCG 20薩 4 4 0

BCG 10,, 5 5 0

BCG 5,, 5 5 0

BCG 1,, 5 2 3

経

口

BCG 20,, 5 3 2

BCG 10,, 4 0 4

BCG 5,, 7 0 7

BCG 1,, 5 0 5

表 二示 セル如 ク第1同 實験 二於4テ ハ皮 下免疫

法 二於 イテハBCG。TF16S共 二5延 接 種 二

ヨリテ各6匹 共 二「ツ1反 鷹 陽性 トナ レルモ、経

口売疫法 二於 イテハBCG10雇 接 種 ニ ヨリテ5

匹 中1匹 陽性 トナ レル ノミー シテ、TF16S10

醒 経 口接種 ニヨリテハ、3匹 中総 ベテ陽性 ナ リ

キ。

第2同 實験 二於 テノ、TF]6Sテ 菌 量 テ撒段 二

分 チテ皮下及 ビ経 口接種 シタル トコロ、皮下接

i種法 二於 テハ接種量201ill、10竜 、5逸 、111E

共 二全免疫家兎 「ツ」反慮陽性 二轄化 セ リ。然 ル

ニ経 口冤疫家 兎 一於 テハ20彪 接種家 兎ガ絡 ベ

テ陽性 トナ リシモ、10彪 、5延 接種家 兎 二於 テ

ノ、陰 性 ノモ ノ ト陽性 ノモ ノ トアリ、1彪 接種 ニ

ヨリテノ・3匹 共 一 陽性化 スルコ ト不 可能 ナ リ

キ。

第3同 實験 二於 テノ、BCGテ 菌 量 ラ撒段 二分 チ

テ皮下及 ビ経 口接種 セ リ。 皮下見疫法 二於 テハ

接種量20彪 、10妊 、5彪 ニテ何 レモ陽性 トナ

リシモ、]廷 ニテハ5匹 中3例 陰 性 ナ リキ。経

口免疫法 一テハ20.醒 投 與 セル場 合5例 中3例

陽性 トナ レル ノ ミニ シテ、10彪 、5彪 、1雇 接

種 シタル結果 ハ何 レモ陰性 ナ リキ。

但 シ本検索 ニハ総 ベテ10倍 稀澤奮 「ツベノレクリ

ン」ラ以 ツテ皮 内反慮 ヲ検 シタル故 二、更 二濃厚

「ツベ ルク リン」テ使用 シタル トキーハ如何 ナル

結果 テ示 スヤ トノ疑問 ナキ能 ハ ズ。弦 二於 テ以

下 ノ如 キ小實験 テ行 ヘ リ。 即 チTF16S及 ビ

BCGヲ 各k20選 、10延 宛撒群 ノ支那産家兎

一皮下及 ビ経 口接 種 シ約1ケ 月牛 ニ シテ善 「ッ

ベル ク リン」 ヲ5倍 、10倍 、100倍 ノ各濃度 二

稀繹 シ、 ソノ01蝿 宛 ヲ皮 内二注射 シテ24時

48時 間 後 ニ ソ ノ結果 ラ検索 セ リ。ソノ結果 ハ第

二十三表 ノ如 シ。

自ロチ表 二示 ス如 ク10倍 稀繹液 テ使用 スル トキ

ハ5倍 稀繹 液 二比 シテ稽 ≧輕度 ナ ル揚合 ア リシ

モ大艘 二於 テ差 ナキ コ トテ知 リ得 タ リ。故 二支

那家兎 二就 イテ余等 ガ用 ヒタル稀繹度 ハ使用可

能 ナルベ ク、從 ツテ前述 セル総括的観察 二於 テ

モ誤 ナキモ ノト信 ジ得 くごシ。

弦 二於 テニ十表 ノ示 シタル結果 ラ以 ツテBCG
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第二十三表 「ツ」反磨 ト濃度 トノ關係

皿
弼
s
接
種
家
兎

B
C
G
接
種
家
兎

家
兎

番
塾

77

有
54

至
82

五
万
奮
63

60

π
π
1

0
召

S

蕊

免
疫
方
藷

,,

,,

経口

皮下

経口

菌

昂:

20種

20,,

20,,

ユ0,,

10,,

20,,

10,,

10,,

20,,

20,,

10,,

10,,

20,,

20,,

10,,

10,,

重
(
瓦
)

検
査
時
禮

重

(瓦
)

免
疫
前
禮

10141012

1410

1690

]670

1610

1280

1080

1210

1420

1450

1530

1340

1170

10roO

1230

1130

1530

1750

1320

1410

1360

1330

1240

14ろ0

1580

1490

1720

1210

1550

1550

1220

覆

期
間
嬬
,,

_ヱ_

「7一

,,

145日

「7

24時 間 1

0

五
倍
鉱

2.0

1.5

1.5

1.5

2.0

1.5

2.5

±

2.0

2.0

±

1.5

2.0

1.0

§
倍

6
倍

0
,15

●
1

2.0

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

1.0

±

2.0

1.0

1.0

1.5

0.5

±

±

±

照

48時 間

蕃1再
2.0

1.5

1.5

1.0

1.5

1.0

2.0

2.0

1.5

1.5

0.5

1.0

雇1譲
1.011.Ot

1.0

1,5

1.0

1.0

0.S

1.5

1.5

1.0

1.0

1.0

TF19Sノ 「ツベ ルク リンア レルギー」陽性轄

化傘 ノ比較、及 ビ同一見疫元 二於 ケル皮下及 ビ

経 口免疫法 ノ優 劣 テ求 ムル ー 免疫元 トシテハ

TF16S優 レ、免疫法 トシテハ皮下接種 法優 レ

タ リト云 ヒ得 くごシ。此 ノ鮎 ハ次 二述 ・ぐン トスル

局所反 慮及 ビ臓器 ノ結核性憂化 二於 イテモ同様

ナ リ。

第 二 節 試 験 戚 染 局 所 攣 化 ノ比 較

売疫動物 ガ果 シテ冤疫性 テ獲 得 シタルヤ否 ヤテ

判 定 スル標示 タ リ得 ルモ ノハ不感性 ト早期反慮

(Neufeldノ 所 謂beschl∈unigt⊃Reaktion,

Hamburger/Frifhreaktion)ナ ル コ トハ

R6merヲ 初 メ トJシテ諸學者 ノ甑 二認 ムル トコ

ロナ リ。 早期 反慮 ハ大 量菌 注射 二際 シテKoch

氏 現 象 トシテ出現 シ、,不感性 ハ微量菌注射 二封

シテ起 リ得。 弘重(8}、 仲 田 ω、 今村(1)等 一=依ツ

テ以上 ノ貼 二關 スル詳細 ナル研究そテハ レタリ。

余 等 モ以 上 ノニ標示 テ知 ルベ ク試験感染菌量 テ

0.1耗 、0.01彪 、0・001麺 、0・0001薩 ラ4ケ 所

ノ皮 内 二注射 シ、封照家 兎 トノ比較 テ試 ミタル

ゴ トハ既 二述ベ タルガ如 シ。 以下 二既述 セル實

験 ノ結果 テ縮括 セン。

試験感染後 日テ追 フテ剖検時 二至 ル迄局所 ノ攣

化 テ観察 セルニ剖検時 二至 ル迄全然病憂 テ呈 セ

ザ ルモ ノ即 チ紹封的不感性 ト認 ムベ キ場合 アリ

シモ コ レノミテ以 ツテ免疫 性ノ標示 トセズ シテ

ー程度 ノ攣 化 テ呈 シタルモ ノニテモ攣 化 ノ程度

ガ封照 二比 シテ輕度 ナ リシ場 合或 ヒバ治癒的傾

向 テ示 シタル場 合、或 ヒバ爾 ホ更 二進 ミテ全然

治 癒 セ リ ト認 メ ラレシ場合而 シテソ レガ封照 二

比 シテ明 カナル差 テ示 シタル トキコ レテ比較的

不 感性 卜認 メ免疫 性存在 ノ標示 トナセ リ。早期

反慮 ハ第1同 實験 ヂ除 ケバ著 明 二認 メラ レシモ

ノナヵ リキ。 余等 ノ用 ヒタル感 染菌 量 ガコ レテ

出現 セ シムベ ク梢 丸過少 ナリシ鮎 ト家兎 二於 テ

ハ海瞑 二於 ケルガ如 ク著明 一出現 セザル傾 向大

ナル鮎 トニ ヨレルモ ノナルベ シ。從 ツテ木反慮

ノ出現 ノ有無 テ以 ツテ免疫存 在 ノ標 示 タラシム

ルコ ト不可能 ナ リキ。然 レドモ既 二第一節 二於

テ述 ベタル如 ク「ツ」反府出現率 二就 キテハコ レ

テ比較 シ得 タルガ故 二以 ツテコ レガ訣 テ補 フル

モ ノト認 メ得 ベ シ。 ㌦ 鳶1
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以 上 ノ標示 テ以 ツテ感染 局所 ノ免疫性存在 ノ有

無 テ判定 シコ レヲー表 二示 セバ第二十 四表 ノ如

シ。 便宜上第二十四表 ニハ 「ツベル ク リンア レ

ルギー」拉 ピニ次節 二於 テ述 ベ ントスル臓器 ノ

成績 テモー括 シテ示 シタ リ。

第二十四表 各免疫法 ニヨレ免疫性 ノ比較

第

一
同
實
験

第

二

回

實

験

第

三

同

實

験

免 疫 元

TF16S

BCG

TF16S

BCG

TF16S

TF16S

TF16S

TF16S

TF16S

TF16S

TF16S

TF16S

BCG

BCG

BCG

BCG

BCG

BCG

BCG

BCG

免疫法

皮下

経口

皮下

,,

経口

=一

,,

皮下

経口

免疫
菌量

5彪

10睡

,,

20竈

10,,

5,,

1,,

20,,

10,,

5,,

1,,

20彪

10,,

5,,

1,,

20,,

10,,

5,,

1..

免 疫 性
「ツベル ク

リンア レ
ルギー」

十

十

十

±

十

十

十

十

十

±

±

十

十

±

±

±

感染
局所
十

±
T

T
T
十

　十

十

一十

±

±

臓器

十

十

T
T
十

一十

[±

一±

7
T
±

±

±?

±?

第1同 實験 二於 テ・・TF16S5竈 皮 下免疫 ニ

テハ明 カニ感染 局所 二免疫性 ラ認 メ、BCG5竜

皮 下免疫 ニテ・・存在著 明ナ ラズ。TF16S10

睡経 口免疫家 兎 ニテハ明 カニ免疫性 テ認 メ タル

モBCG10延 経 口免疫家兎 一テ・・冤疫 性テ認 ム

ルコ ト不 可能 ナ リキ。

第2同 實験 二於 テハTF16S皮 下 免疫家兎 ハ

各菌量 ニ ヨル免疫家 兎共 二冤疫性 テ明 カニ認 メ

得 タルモ、TF16S経 口免 疫 二於 イテハ20彪

10醒 投 與家 兎 二於 テハ明 カナリシモ、5醒 投與

家 兎ニテハ著明 ナ ラズ シテ1醒 二至 レバ全然 カ

カル事實ナ シ。

第3同 實験 二於 ケルBCG冤 疫 家 兎 二就 イテ見

ルニ、皮下、経 口各免疫家 兎何 レモ感染局所 二

於 ケル免疫性 テ明 カニ示 シタルモ ノナ シ。唯20

竈 皮下接種家 兎 二於 テコ レテ多 少ナ リトモ認 メ

得 タル程 度 ナ リキ。

印 チ以上 ノ結果 ヨリシテTF16S及 ビBCGノ

免 疫 性能 力 テ比較 スル トキハTF16SガBCG

二比 シ優 レタリ ト言 ハザ ルヲ得 ズ。

第 三 節 剖 槍 的 所 見 ニ ヨノレ

結 核 性 攣 化 ノ比 較

試験感染後約2ケ 月 ニ シテ「クロ ・ホルム」テ以

ツテ屠 殺 シコ レテ解剖 シテ ソ ノ攣化 テ肉眼的拉

ピニ顯微鏡 的 二検査 シテ結核性憂化 ノ有無拉 ピ

ニ強弱 テ比較 セリ。

ソノ結果 二就 イテ詳述 セルモ ノテー括 シテ第二

十四表 二示 セ リ。而 シテ第二十二表 二・・封照家

兎 ト比較 シテ病憂輕度 ナ リシモ ノ或 ヒ・・進行性

結核性病攣又 ハ全然病攣 テ呈 セザル家兎 ア リシ

場合免疫家 兎ハ免疫性 ヲ獲得 セルモ ノトシテ記

載 セリ。

即 チ余 等 ノ實験 二於 テ第1同 實験 ニテノ・TF16

S5彪 皮 下免疫 ニテ明 カニ臓器 二冤疫性 テ家兎

二與 フル コ ト可能 ナ リ・シモBCG5選 ニ テハ臓

器 ノ攣化 ヨリ云 フ場合見疫性 テ明 カニ認 メ得 ザ

リキ。次 二経 口免疫 二於 テモTF16S10竜 投

與 二於 テハ明 カニ臓器 ノ攣化 二於 テ冤疫性 テ認

メ得 ラ レシモBCGニ テハ全然免疫 性ラ認 メ得

ザ リキ。

第21司 實験 二於 テノ、TF16S20頭 匿、10延 、

5彪 、1廷 皮下接種 共 二明 カニ免疫 性テ認 メ得

ラ レシモ、TF16S経 口投與 二於 テハ20殖 、

10竜 投 與 ニテ梢 支ネ確 實 ニ シテ5廷 、1涯 投與

ニテハ全然不可能 ナ リキ
。

第3同 實験 ノBCG免 疫 ノ場合 ・・如何 ト云 フニ

20睡 皮下免疫 ニテハ確實 ナ リシモ、101E9、5

殖 、1竜 皮下免疫 ニテ免疫性 ノ存在梢 支不確實

ナ リキ。経 口投與 二至 リテハ20彪 、10醒 ニ テ

不確實、 ソレ以下 ノ菌量 ニテハ全 ク封 照 トノ間

二結核性墜化 ノ差 ナ シ
。

以上 ノ結果 ヨリTF16S、BCGノ 免 疫元性能
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カ ラ比較 スル トキハ雨者共二皮下接種法ガ経口

接種法二勝 レタルコトラ知 リ得ベク爾ホ同時二

TF16SガBCG二 比 シテ明カニ勝 レタル結

果 テ示 シタルコトテモ知ルコト得 ラルベ シ。

病理組織學的検索 ノ結果 ヂ概括的二述ベンニ、

冤疫家兎ニテ攣化 ヲ呈 セルモノニ於 テハ結核性

病攣 ノ性質 トシテ封照家兎 トノ間二特 二著 シキ

差異 テ認 メ得 ズシテ、唯雨者 ノ間二憂化ノ程度

二強弱 アル ノ1ミナリ。免疫家兎ニテ進行性慶化

デ呈サザルモ ノニ於 テハ免疫 二用 ヒタルTF16

S或 ヒバBCG二 依ル トモ考ヘラルベキ良性小

結節 テ認 メ得 ラル・場合アリ。其 ノ他 ノ場合一

般 二肺臓 二於 ケル攣化ハ主 トシテ小葉性肺炎ノ

稼 ヲ呈 シ、'攣化強度ナルモノニテハ病竈 ノ中央

部 ガ種 々ナル程度二乾酪攣性二陥 リ中二多数 ノ

結核菌テ認メラル。攣化強度ナル場合自ロチ免疫

家兎ニテモ免疫充分ナラザリシモノ或 ヒバ封照

家兎二於 テハ特二乾酪性肺炎竈 ノ旗大セルモノ

多 久 病竈周園 ノ肺胞内ニモ浸出液デ認メ、肺

胞壁ノ剥離 セルモノ、肺胞壁 ノ肥厚著明二出現

セルモ ノアリ(附圖参照)。

肝臓バー般二封照家兎二於テモ攣化輕度ニシテ

間質 ノ輩核細胞浸潤及 ピ間質内二上皮様細胞群

ノ小ナルモノテ認ムルノミナルモ、i慶化弓星キモ

ノニ於テハ結節 ノ中心部乾酪攣性二陥 レルモノ

アリ。脾臓ハ攣化輕度ナルモノハ脾小節 ノ肥大

及 ピ小ナル上皮檬結節散在スルラ認メ得ラル・

ノミナルモ攣化強キモノニ於テハ著明ナル乾酪

攣性二陥 レル病竈 テ認 メ得、中二多撒 ノ結核菌

テ詮明 シ得。

腎臓ハソノ攣化一般二見疫動物二於テハ輕度 ナ

ルモ,封 照動物二於テハ著 シキ攣化ヲ呈 シタル

モ ノアリ。即チ皮質二多数 ノ結節 テ認 メ且ツ乾

酪攣性二陥 レルモ ノ多 クシテ中二多撒 ノ結核菌

テ謹明 シ得。

淋巴腺二就キテハ肉眼的二観察 シテ殆 ンド各免

疫家兎、封照家兎 トノ間二著 シキ差ナカリシ爲

特二組織學的標本二依 ル比較 テ試 走ザ リキ。

結 論

以上述 ベ タル實験成績 ヨリシテ以下 ノ結論 テ下

シ得 ベ シ。

1.戸 田TF16S及 ビBCG共 二家兎 二依ル

今 同 ノ實験 二於 テハ張毒結核菌 ノ感染 二封 シテ

豫防接種 ノ敷力 テー程度登揮 シ得 タルナ リ。

2.雨 免疫元共 ニ ソノ数 力叢揮 ハ経 口免疫 二比

シテ皮下接種 ノ遙 カニ勝 レタル コ トテ知 リ得 タ

リ。

3.戸 田TF16S二 依 ル家兎 ノ免疫性獲得ハ

BCG二 比 シテ稽 、強度 ナ リ。 即 チ今同 ノ實 験

二於 テハBCG二 比 シテ戸田TF16S勝 レタ

ル結 果 テ示 セ リ。

4.從 ツテ弱毒生結核菌 トシテ免疫元 タリ得 ル

モ ノハ掲 リBCGノ ～ナ ラザ ル コ トテ余 ノ今同

ノ實験 ヨリ シテ知 リ得 タリ.

5.戸 田TF16S、BCG共 二大量皮下接種 二

際 シテハ局所 二寒 性膿瘍 テ形 成 スル性質 アルモ

微 量皮下接種(1雇)ニ テハ攣 化 テ呈 サザル場合

多 シ。而 シテ戸田TF16Sニ テバ カ ・ル微量

接種 ニテ皮下 二攣 化 テ呈 サザルニモ係 ラズ、爾

ホ20冠 、10匙 、5睡 皮 下接種 二劣 ラザル免疫

性 テ家兎 二與工得 タルナ リ。BCGニ テハ戸田

TF16S二 於 ケル ガ如 キ結果 テ得 ラレザ リキ。

即 チBCG1雇 皮 下免疫 ニテハ免疫性 テ與 フル・

コ ト不可能 ナ リシナ ゾ。

6.戸 田TF16Sガ 果 シテ生菌 ノ儘人盟 二慮

用 シ得 ルヤ否 カニ就 キテハ爾 ホ考究 スベ キ鮎多

ケ レ ドモ、余 等 ハ今 同 ノ實験 ヨリシテ余等 ノ1

人 戸田 ガー攣 異菌 トシテ集 落解離 シ得 タル本菌

ガBCG一 モ劣 ラザル免疫元 性 テ保 有 スルコ ト

テ確 メ得 タルモ ノ ト信 ズ。

本研 究及 ピ登表 ハ満鐵奨學資金財團 ノ補助 二員

フ トコロ大 ナ リ。記 シテ感謝 ノ意 テ表 ス。
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附圖説明

第一圖ノ(1)、TF16S20彪 皮下接種免疫家兎二牛

型結核菌 ヲ感染セル家兎102號 ノ肺臓

第一圖ノ(皿)、家兎102號 ノ封照 トシテ非免疫家兎二

牛型結核菌 ヲ接種セル家兎118號 ノ肺臓

第二圖ノ(1)、TF16S20雇 経 口接種免疫家兎二牛

型結核菌 ヲ感染セ,レ家兎149號 ノ肺臓

第二圖ノ(ll)、家兎149號 ノ封照 トシテ非免疫家兎二

牛型結核菌 ヲ接種セル家兎148號 ノ肺臓

第三圖ノ(1)、BCG20彪 経 口接種免疫家兎二牛型結

核菌ヲ感染セル家兎120號 ノ肺臓

第三固ノ(皿)、家兎122號 ノi封照 トシテ非免疫家兎二

牛型結核菌ヲ感染セル家兎122號 ノ肺臓

第四固ノ(1)、TF16S5彪 静脈注射後74日 ヲ経過

セル家兎137號 ノ肺臓

第四圖ノ(∬)同 脾臓

第四圖ノ(皿)同 肝臓




